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IFRS財団アジア・オセアニア
オフィスの開設

　2012年 10月 15日、IFRS財団アジア・オセアニアオフィスが東京都千代田区大手町に開設さ
れ、同年 11月 15日に IFRS財団及び財務会計基準機構（FASF）の共同主催により、経団連会館
において記念式典が行われました。
　本特集では、記念式典の主催者である萩原敏孝 FASF理事長の挨拶の後、アジア・オセアニアオ
フィスの開設に協力してきた西野勇治 FASF事務局次長より開設までの経緯、記念式典の模様につ
いて紹介させていただきます。
　その後、中塚一宏金融担当大臣の基調講演を含む当日行われたスピーチを掲載しております。
　そして最後に、アジア・オセアニアオフィスの初代ディレクターである竹村光広氏より就任に当
たってのご挨拶をいただきましたので、紹介いたします。
（肩書きは記念式典当日のものを記載しております。）
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　さる 2012 年 11 月 15 日に、IFRS 財団アジ
ア・オセアニアオフィス開所式が行われた。開
所式は当財団と IFRS 財団の共催で行われ、国
際会計基準審議会（IASB）のハンス・フーガー
ホースト議長、IFRS 財団の評議会のミシェ
ル・プラダ議長をはじめ、海外より多くの来賓
の方々にお越しいただき、とり行われた。
　この IFRS 財団アジア・オセアニアオフィス
は、当財団が中心となり、多くの我が国の関係
者の精力的な誘致活動により、ロンドンの本拠
地以外での初めてのオフィスとして設置された
ものである。開設にあたっては、日本の関係者
のみならず、アジア・オセアニア地域の多数の
方々のご支援をいただき、大変感謝している。
　会計基準は、資本市場のインフラといわれる
が、世界の資本市場が発展していくためには、
投資家のニーズを満たした高品質な会計基準が
必要であると考えられる。その意味で、すでに
100 か国以上に用いられている国際財務報告基
準（IFRS）を、より質の高いものへと発展さ
せていくことは、国際的な課題であると考えら

れ、当財団及び企業会計基準委員会（ASBJ）
は、従来からその目的を達成するために、
IFRS 財団や IASBの活動に協力してきている。
　このオフィスは、東京に開設されてはいる
が、アジア・オセアニア地域全体のオフィスで
あり、今後、当オフィスが、アジア・オセアニ
ア地域の関係者の方々に有効にご活用いただけ
ることが望まれる。
　IFRS が、より質の高いものへと発展してい
くためには、各国、各地域の意見を、適切に集
約し、IASB の基準開発に反映させていくこと
が肝要である。その意味で、今回、当オフィス
が設けられたことは、IFRS 財団及び IASB に
とっても、また、アジア・オセアニア地域の関
係者にとっても、大変重要で意義深いものと考
えられる。
　今後、当オフィスが、アジア・オセアニア地
域における、より深い協力のためのプラット
フォームとして機能し、IASB の方々、アジ
ア・オセアニア地域の方々との間で、より緊密
な関係が構築されていくことを祈念している。
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